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宮島の自然保護 

世界の宝、宮島を未来に引き継ごう 

 
 
 
  宮島観光大使 

山崎 美和 
 

新年登山では弥山は大変な賑わいでした。宮島は全

島が国の特別史跡、特別名勝。国立公園特別保護区。

世界文化遺産には厳島神社と前面の海、背後の弥山原

始林（天然記念物）を含む森林が登録されています。  

その管掌地帯は、宮島のほぼ全域に及びます。まさに

世界の文化財「宝の山」です。 
 それを守るためには、自然公園法、文化財保護法、

更にラムサール条約登録湿地は、非公開とされている。

国の絶滅危惧種である「宮島トンボ」は県指定の野生

動物種で、採取などに懲罰もあります。また、国立公

園内の動植物採取は禁止されています。 
 山を愛し、自然を愛する岳人なら、貴重な自然が残

存する宮島を体感され、なぜ、日本で唯一「宮島トン

ボ」が生存するか理解されると思います。 
 さまざまな法令や、年中海岸から山頂までゴミ拾い

や清掃活動、環境活動に汗を流す人たち。また、ふも 
とでは神仏の宿る島であると、山を崇拝し、格段に自

然を大切にされ守っておられるのは、宮島の皆様の賜

物でもあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 近年、観光客、登山者の増加に伴い、ゴミ投棄、植

物の盗掘、森林地への多数の踏込による裸地化、赤塗

料問題、Ｍ山頂の生木伐採損傷、多発する遭難などト

ラブルも起きています。 
弥山登山ルートは 
紅葉谷、大聖院、大元ルート 
現在弥山登山道の公式ルートは紅葉谷ルート、大聖

院ルート、大元ルートとなっています。 
 それ以外のコースは印刷物等から削除が要請され

まして、宮島は、林野庁、財務省、環境省、文部科学 
（2 頁へ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真は第 22 回比婆山スカイランのポスター 

一般社団法人 広島県山岳連盟 
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省、県有林などの所管で、申請などには複数官庁に及

ぶ場合があります。「一足十年」とは、一足を踏み込

めば回復するまで十年を要するとの意味で、岳人の心

得ですが、湿地であれば、ダメージは更に大きくなり

ます。 
 外国の観光客の中には宮島の自然を楽しみたいと

の要望もあります。私たちは地球人として自然に優し

い歩き方をして、世界の宝である宮島を未来へと引き

継ごうではありませんか！（やまさき みわさんは、

日山協自然保護指導員・日本自然保護協会自然観察指

導員・広島やまびこ会） 
 
森林管理署による損傷調査  
写真上 30 本の黄テープ 写真下 切り落とされ枯葉の目立

つ樹木 三ッ丸子 西峰 平成 22･1･29             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日韓交流報告 
 

クライミングで山下嬢優勝 
大邱広域市「八公山岳祭り」参加と「八公山」登山 

杉

杉本陽二 
訪問先：大邱広域市「八公山岳祭り」参加と「八公山」登山 

期間：2013 年 10 月 4 日（金）～7 日（月） 

参加者：岡谷良信 豊田和司 杉本陽二 錦織宏美 

錦織瀬奈 山下真由 李尚起（通訳）  以上 7 名 
 
 
写真は山下嬢 
決勝クライミング 
 
 
 
 
今回の交流は大邱広域市山岳連盟と広島県山岳連

盟の交流が始まった 1999 年 11 月から数えて 20 回目

となる（70 年の歩み交流の記録による）。広島から新

幹線で福岡まで行き、福岡港から高速艇で釜山まで行

きました。迎えの車で大邱へ。「八公山温泉観光ホテ

ル」にチェクインしました。 
 
10 月 5 日は、監督、選手の 3 名はクライミング会

場の視察とトレーニングへ。岡谷、豊田、杉本の 3 名

は大邱広域市山岳連盟の 3名と八公山の裏山から登山

に出発しました。途中滝やお寺を見学しました。頂上

ヘリポートでの昼食ラーメンを美味しくいただきま

した。下山後「八公山岳祭」に参加しました。 
10 月 6 日、選手監督は朝 6 時にクライミング会場

に向かいコンデションを整えました。予選通過なるか

心配しましたが、難なく突破。本戦では最後の方にな

り、決着がつくのが夕方暗くなり、いささか疲れまし

た。結果は山下嬢は優勝、錦織君は 10 位の成績でク

ライミング大会は終了しました。選手のみなさんは大

変頑張りました。 
大邱広域市山岳連盟の皆様には連日の歓迎会や「お

もてなし」で大変お世話になりました。 
10 月 7 日は釜山まで車で送っていただき、ちょう

ど台風23号と24号の合間をぬって高速艇で福岡まで

帰りました。今回は、高速艇を利用しましたが往復と

もフェリーを利用することが出来ます。山岳連盟主催

ですので山登り、クライミング競技と目的をはっきり

として募集すれば、参加者が増えるのではないかと思

いました。 
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写真は八公山裏口登山口にて 

 
平成 25 年度冬山技術講習会 
 
謙虚な気持で山に臨んでいますか 
日程：1 月 8 日（土）～9 日(日) 
山域：三瓶山（島根県） 
人数：23 名（スタッフ含む） 

「あなたは謙虚な気持で山に臨んでいますか？グル

ープ内での行動を把握していますか？」今年も初級ク

ラスと中級クラスを募集し、雪も十分にあったので予

定通り研修が出来ました。 
遭難対策委員長 堀内輝章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬山講習 in 三瓶山 

西本ちとせ 

1 月 8 日、9日の冬山講習に初参加しました。当日

の三瓶山は雪がかなり深く近くを歩くのも雪がサラ

サラして足場を作りにくい状態。後で話を聞くとザラ

メの雪は雪崩をおこしやすいので気を付けないとい

けない雪質。私自身、初体験の雪質でした。 

1 日目の午前は机上講習。その後荷物チェック。オ

ーバーグローブ、スパッツの選び方の説明など。話を

聞くと足らないものがかなりありました。昼食後はラ

ッセルしながら足慣らし。歩き方からピッケルの持ち

方、わかんやアイゼンの装着確認。夕方、ケビンに戻

ってロープの結び方をならうのですが。講習が終了す

るがピンとこない。夕食の準備を始めるスタッフの傍

らで補講ならぬ結び方の再確認。なんとか納得して皆

と夕食。自己紹介からはじまり山の話で談笑。 

2 日目、早朝から山頂目指しラッセルです。こんな

長いラッセルは初めて。ピッケルを使ってラッセルす

る方法も学びました。中腹からはスタッフのラッセル

隊にお任せして無事登頂！その後、風を避けて滑落防

止技術の講習。終了後は誰も歩いていないふかふかの

雪を楽しみながら下山。有意義な時間でした。 

 

 

第 1 回登山教室を終えて 

 前回よりパワーアップ 

日程：1 月 25 日（土）～26 日（日） 
登山形態：雪山講習  場所：大山（鳥取） 
人数：5 名（スタッフ含む） 

 今回は雪上歩荷と雪洞体験という事で、前回下見した

大休峠に行ってみました。踏み跡のない新雪のなかでの

ルートファイテングと緊急時のビバーク方法、斜面での

ダガーポジションの練習と皆さん前回よりパワーアッ

プしたと思います。      指導部 森本 覚 

   
 

 
 

 
 

写真は雪洞にて 
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積雪期の歩行訓練と雪洞体験     

登山教室 近藤 聡 

 １１月から始まった大山での雪山訓練もこれが

３回目。今月は先月、日帰りで往復した大休峠避難

小屋までの歩行訓練と雪洞構築。 

 前回も雪がありラッセルも経験したが、ルートは

マーキングがしっかりあり、標識も確認できてルー

トを違えることはなかった。しかし、雪の量は前回

と雲泥の差、１月２５日の大山(標高８７５m地点)

の積雪は２０７㎝。ところどころマーキングが確認

できたもののルートは完全に雪に覆われ、コンパス

で頻繁にルート確認が必要な状況。特に帰りの２６

日は２７㎝の降雪があり、ＧＰＳの助けを借りてル

ートと現在地確認をしながらの歩行となったため、

往路・復路ともに６時間を超える行程となった。 

 大休峠では初めての本格的な雪洞体験。斜面で２

カ所をＬ字型に削り取った後、小さな入口から奥に

向かって掘り進み、次に横に掘り進んで最終的に横

穴を連結。十分な雪があったことから３人寝ること

ができる広さを確保でき、入口をツェルトで覆えば

隙間風も気にならず、スタッフの準備していただい

たろうそく
．．．．

を灯せば、雪の中とは思えないほど趣の

ある空間が出来上がり、朝まで過ごすつもりで寝袋

に入る。 

 残念ながら、土木工事の不手際(天井に薄いとこ

ろが出来ていた)と、夕方からの雨のため天井から

の漏水がひどくなり、夜半には避難小屋への撤収を

余儀なくされたが、貴重な体験ができた。 

 同じ雪洞でもスタッフが作られた平面を２カ所

から掘り下げ、横に連結させた雪洞はまさにビバー

ク用。横にはなれないものの、足を延ばすことがで

きる空間を確保すれば、風も防げて緊急時の対応に

十分に対処できるものであった。 

 十分な雪があったことから貴重な雪洞体験がで

き、さらには大休峠から望む水墨画のような山並み

と、雲間に垣間見えた烏ヶ山等々、教室とは思えな

い感動の機会を設定していただいたスタッフに感

謝します。 

 

フォト俳句⑤ 

 山頂に何を求めて雪の尾根 

    俳句・写真 江種幸男 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島山岳平和祭  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広島山岳平和祭へのお誘い 

2014 年 11 月 23 日（日）朝 9 時広島平和記念公園・

祈りの泉にお集まりください。 
登山を考える 
 日本の主要山岳団体は行政の指導で「公益社団法

人」として登山を通し社会の一員として責任や使命を

果たしなさいとシグナルを発信した。この根底には登



山に親しむ、山を楽しむ、山に学ぶ     もみじ１２４    2014（平成 26）年 2 月 20 日（木）発行 

5 
 

山者自身の意識や自覚を正しく持たなければいけな

いことからの登山の価値観が問われている。 
 遭難しなくていいところでの遭難事故、登山者のマ

ナーやモラルの低下、自然保護精神の無知、チャレン

ジ精神の欠如、登山秩序の無関心など等、登山者自身

の問題と受け止め、登山者一人ひとりが登山者として

登山者の責任や使命を果たす登山環境づくりがこれ

からの登山を考える基本的な姿勢と考える。日本山岳

協会や日本山岳会、日本勤労者山岳連盟が登山界をつ

くったり動かしたりするものではなく、登山者一人ひ

とりが登山界の一員であり主役であるという意識が

芽生え育たない限り登山の登山界の進展はない。 
 日本山岳平和祭に登山者の心意気を見たい、見せた

いと集まろう！ 写真はアジア山岳連盟加盟国 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：「山の日」をつくろう 
 
全国「山の日」制定協議会設立趣意書 
 
 日本は国土の 7割近くを山地財産がしめる山の国で

す。古くから山に畏敬の念を抱き、森林の恵みに感謝

し、自然とともに生きてきました。山の恵みは清流を

生み、田畑を潤して我が国を囲む海へと流れ、深く日

常生活とかかわりながら豊かな心を育んできました。 
 私たちは、愛する日本に、国民の祝日「山の日」を

制定することを提案します。「山の日」は山の恵みに

感謝するとともに、美しく豊かな自然を守り、次の世

代に継ぐことを銘記する日です。山々が身体の健康や

心の健康に、欠くことのできない国民の財産であるこ

とを再認識し、山との深いかかわりを考える日にした

いと思います。 
 我が国の文化は、「山の文化」と「海の文化」の融

合によって、その根幹が形成されたといわれます。し

かしながら「海の日」は祝日とされているのに、対を

なす「山の日」は除かれています。日頃「山」と親し

んでいる私たちは、この事を極めて残念だと思い、山

がいつまでも心のよりどころであり続けるため、「山

の日」制定に広く国民の理解を求めたいと考えます。、 
 ご存知のように国民の祝日は、国民と国会が決める

ことがらです。その国会では、すでに超党派の国会議

員団による「山の日」制定議員連盟が活動を続けてい

ます。私たちは、地方自治体、各種民間企業、自然保

護団体、学術団体、登山等野外活動団体など、山に係

る広範な人々力をひとつにして、全国「山の日」制定

協議会を立ち上げ、「山の日」制定の実現を国民と国

会に働きかけたいと思います。 
 富士山の世界遺産登録は、その文化、伝統、景観へ

の憧れ、すぐれた芸術の創出など、様々な要素を世界

が大切な財産と認めたからです。その一方で、山はい

ま多くの問題を抱えています。山林の荒廃、良質な水

源・資源等の確保、各種開発と環境保全、動植物保護

と適正管理、観光等地域活性化と適正利用、登山愛好

者の遭難事故多発、東北の山々の除染など。将来を見

据えた「山」のピジョンが求められています。 
 「山の日」の制定が課題解決に向けた重要な契機と

なることを祈念し、みなさまの全国「山の日」制定協

議会へのご参加を心からお願いいたします、 
 全国「山の日」制定協議会 発起人一同 
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岳連短信 
岳連事務局新年会・亀井氏お帰りなさい会 
2014･1･20 写真提供 小林敏行（可部山岳会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一般社団法人 広島県山岳連盟 役 員     

2013･5･12 
会 長 京才 昭（広島山岳会） 
副会長 山田雅昭（広島山岳会）理事長 
    野島信隆（マツダ親和会山岳部） 
    岡谷良信（ＪＡＣ広島支部） 
    綿谷弘志（福山山岳会） 
     
理 事 松島 宏（クライムハイ） 
    伊東泰文（修大山岳会） 
    永津信吉（マツダ親和会山岳部） 
    豊田和司（ＪＡＣ広島支部）事務局長 
    名越 實（広島山岳会） 
    村井 仁（県庁山の会） 
    仲井正美（ひこばえ） 
    福永やす子（東広島山の会） 
    福永輝彦（高体連登山部） 
    後藤裕司（広大山の会） 
    宇山茂之（庄原山の会） 
    佐藤 建（修大山岳会） 
    香川正臣（マツダ親和会山岳部） 

新山まゆみ（ＪＡＣ広島支部） 
 以上 19 名 

監 事 野々下耕生（税理士） 
    林 雅晴（高体連登山部）以上 2 名 
 

3 月行事予定 
3･1（土）キッズクライミングスクール（県立体育館） 
3･1（土）～3･2（日）中国地区山岳連盟（協会）連絡

協議会（島根県） 
3･5（水）机上講習会 
     第 5 回普及部会 
3･12(水)第 12 回運営委員会 
    ビギナーズレッスン（県立体育館） 
3･15（土）～3･16（日） 

高体連春の合同キャンプ（柳瀬） 
3･15(土) キッズクライミングスクール（県立体育館） 
3･16（日）登山教室・例会山行猿政山 
 
山の風景 39  

聖湖に映る臥竜山 2013･11･5   

写真提供 森 智昭（ひこばえ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集部より 
○この会報は、皆さんの提出原稿を編集して発

行しています。岳連行事・山の情報・行事参

加の感想・写真など気軽にお寄せください。

編集の都合で一部手直しすることがありま

す。ご了承ください。 
○各研修会、講習会へ参加された方は積極的に 
報告書を提出ください。随時掲載いたします。 
 

題字デザイン  今村みずほ  編集  仲井正美  


